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2025年 10月 

■韓国情勢・日韓関連 

 

○ 迫るＡＰＥＣ首脳会議 

 APEC 首脳会議が迫り、関連報道が熱を帯びてきました。日本は現在、首相指名選

挙目前ですが、世界情勢の変化が激しいこともあり、日本の首相に関する報道はそれ

ほど目立っていないように感じます。後述の「日韓交流おまつり」の関係者挨拶でも、

日韓は共通の課題に取り組んでいくパートナー、未来志向であることが強調されまし

た。シャトル外交、実用外交を未来に繋げていけるか、焦点です。 

 

○ エアロＫ 清州－帯広の増便、仁川－帯広の就航 
5 月に発行した事務所だよりで、「エアロ K、清州－帯広 

運行スタート」をお伝えしました。韓国・清州（チョンジュ）
と北海道・帯広間の国際線が 5 月 21 日に運行を開始し、10
月 24 日まで、月・⽔・⾦の週 3 回、エアロ K 航空が運航
してきたものです。 
この便がその後も継続し、来年 3 月 27 日まで、日曜日も

加えた週 4 回に増便されることが発表されました。また、韓
国・仁川国際空港との間にも新規就航が決まり、11 月 11 日
から来年 3 月 28 日まで、火・土の週 2 便が運行されるとい
うことです。 

 

○ 韓国で PayPayが利用可能に 
9 月下旬以降、韓国で日本の PayPay の利用が可能となるサービスが始まっています。利用者側で開

始の手続きは必要となりますが、「Alipay+」や「zero pay」が掲示された店舗であれば利用可能とのこ
とで、コンビニや飲食店など、対象が幅広く、日本から韓国への旅行の際の、決済の便利さがいっきに
増した印象です。韓国から日本への旅行の利便性向上にも期待していきたいところです。 

 

■ソウル事務所の主な行事・業務（9月下旬～10月中旬） 
 
・9 月 17 日：北海道関連事業者来所対応（張部長、清⽔） 
・9 月 18 日：北海道関連事業者来韓・来所対応（⾦部長、清⽔） 
・9 月 19 日：クレアソウル事務所との打合せ（清⽔） 
・9 月 19 日：交流関連イベント視察（ユチェ代理、清⽔） 
・9 月 20 日：岩手県 花巻－清州 往復チャーター便運航 
・9 月 22 日：秋田県来韓・来所対応（張部長、清⽔） 
・9 月 22 日：秋田県関連オンラインセミナー関連（⾦部長、清⽔） 
・9 月 24 日：担当者ミーティング（清⽔） 
・9 月 25 日：SJC セミナー参加（清⽔） 
・9 月 26 日：事業者訪問（⾦部長、清⽔） 
・9 月 30 日：北海道関連オンラインミーティング（⾦部長） 
・10 月 1 日：岩手県関連オンラインミーティング（張部長、ユチェ代理、清⽔） 
・10 月 1 日：SJC 定例会議（清⽔） 
・10 月 10 日：秋田県 JAL オンラインプロモーション開始（～10/31） 
・10 月 12 日：日韓交流おまつり出展（⾦部長、ユチェ代理、清⽔） 
・10 月 14 日：北海道関連事業者来韓対応（⾦部長） 
・10 月 14 日：日韓共同セミナー参加（清⽔） 
・随時：ホームページ・SNS 情報更新 
※事務所ホームページ 
 https://www.beautifuljapan.or.kr/ 
 
 

 

 

                                    
秋田県 JAL オンラインプロモーション 

HIS の HPより引用 

帯広市発表資料より引用 

https://www.beautifuljapan.or.kr/


 北東北三県・北海道ソウル事務所 SNS（韓国語） フォローお願いします 

 
Facebook        Instagram        YouTube 

■トピックス（事業報告） 

 

○ 日韓交流おまつり 20周年 スローガンは「両手を携え、より良い未来へ」 

 10月 12日（日）、ソウル市内の COEX.B HALLを会場に「日韓交流おまつり 2025 in Seoul」が開催さ

れ、当事務所も自治体ブースの１つとして参加してまいりました。会場にはほかにも、伊藤園や日本航

空などの「企業ブース」、浴衣体験や韓服体験などの「体験・イベントブース」、おにぎりや寿司を味わ

える「フードブース」など 60以上のブースが立ち並び、ステージでは両国

の音楽やダンスなどのパフォーマンスが繰り広げられ、約 6万 7千人が来

場したと発表されました。今年が日韓国交正常化 60 周年であることに加

え、このおまつり自体も 20 周年の節目を迎えたことから、前夜祭なども

含めて例年以上に盛大なおまつりとなりました。 

 当ブースでは、4 道県のポスター展示、観光パンフレットの配布や物産

の試食販売を行いました。印象的に感じたのは、「日韓交流」を唱っている

だけあって、「日本語で話したい」というお客様が多かったことです。「岩

手県の雫石に行きますが、ほかにはどこに行けばいいですか」「そこでは何

を食べたらいいですか」と質問を浴び、話が終わったころに「私の日本語

は大丈夫ですか、通じますか」との質問が。「上手です！」とお答えすると

嬉しそうに帰っていかれました。 

 我々の 4道県へ個人旅行するには、日本語スキルも重要な要素の 1つだ

と感じます。楽しい旅行にしていただけるようバックアップを続け、両国

の「より良い未来」を描きたい、改めてそう感じました。        （ソウル事務所長 清⽔） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     前夜祭の様子        開会式で歌う両国の子どもたち     各キャラがお出迎え 
 

■トピックス（最近の情報発信の紹介）               ※公式ＨＰでも随時、情報発信中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（青森県）水音と紅葉が調和した 奥入瀬渓流 

（秋田県）渓谷と紅葉の調和 抱返り渓谷 

（北海道）おいしい秋の旅 大沼国定公園 

（岩手県）秋の紅葉の世界遺産 平泉 毛越寺 

 

 


